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 多 面 的 機 能 支 払 の メ ー ル マ ガ ジ ン 第 ９ 号 を お 届 け し ま す 。  

 今 回 の 活 動 組 織 紹 介 は 、 世 代 を 超 え た 多 様 な 人 材 が 参 画 し 、 そ れ ぞ れ の 持 ち

味 を 生 か し た 活 動 を し て い る 組 織 と 、 環 境 保 全 活 動 に 取 り 組 み 、 農 地 の 土 壌 や

水 環 境 の 保 全 に 力 を 入 れ て 活 動 し て い る 組 織 を ご 紹 介 し ま す 。  

 ま た 、 国 土 交 通 省 か ら の 「 水 資 源 功 労 表 彰 」 の ご 案 内 も 掲 載 し ま し た 。  

 

 

＝ ＝ ＝ 第 ９ 号 の 目 次 ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝  

１ ． 活 動 組 織 の 活 動 紹 介  

 ☆ 金 山 （ か な や ま ） 農 地 水 環 境 保 全 委 員 会 （ 富 山 県 朝 日 町 ） ☆  

 ☆ 冨 岡 の 土 と 水 、 環 境 を 守 る 会 （ 三 重 県 玉 城 市 ） ☆  

２ ． 水 資 源 功 績 者 表 彰 に つ い て （ 国 土 交 通 省 ）  

３ ． 都 市 に お け る 多 面 的 機 能 支 払 の 取 組 に つ い て  

４ ．「 農 村 ふ る さ と 保 全 通 信 」 へ の 記 事 の 募 集  

（ 編 集 後 記 ）  
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■ １ ． 活 動 組 織 の 活 動 紹 介 ■  

☆ 金 山 （ か な や ま ） 農 地 水 環 境 保 全 委 員 会 （ 富 山 県 朝 日 町 ） ☆  

 富 山 県 の 東 端 、 新 潟 県 と の 県 境 に 位 置 す る 朝 日 町 の 中 で 、 当 組 織 が 保 全 管 理

す る エ リ ア （ 79.9 7 h a） が 最 も 広 く 、 平 成 19 年 度 の 農 地 ・ 水 ・ 環 境 保 全 向 上 対

策 制 度 開 始 以 来 、 町 内 会 を 中 心 に 農 業 者 や 児 童 会 、 集 落 内 の 各 種 団 体 の 協 力 に

よ り 美 し い 田 園 風 景 を 維 持 し て い ま す 。  

 集 落 内 に は 農 事 組 合 法 人 が ２ 組 織 あ り ま す が 、 当 組 織 の 構 成 員 と し て も 中 心

的 な 役 割 を 担 っ て 頂 い て お り 、 春 先 や 秋 の 用 水 路 の 泥 上 げ 作 業 時 に は 、 重 機 を

使 っ た オ ペ レ ー タ ー 操 作 、 未 舗 装 農 道 の 轍 （ わ だ ち ） や 畦 畔 の 補 修 作 業 と い っ

た 技 術 と 経 験 を 要 す る 場 面 で も 如 何 な く マ ン パ ワ ー を 発 揮 し て も ら っ て い ま す 。 

 組 織 内 で は 、小 学 生 の 親 子 で 構 成 す る「 児 童 会 」、30～ 60 代 の 女 性 で 構 成 す る

「 女 性 の 会 」、60 代 以 上 の 男 女 で 構 成 す る「 老 人 会 」が 、役 割 分 担 に よ る そ れ ぞ
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れ の 持 ち 味 を 生 か し た 活 動 を 行 う こ と で 、 地 域 へ の 愛 着 、 世 代 を 超 え た 事 業 へ

の 参 加 に よ る 「 共 同 作 業 」 の 良 さ を 改 め て 意 識 す る 機 会 と な っ て お り 、 住 民 同

士 の つ な が り を 一 層 深 め る こ と に 役 立 っ て い ま す 。  

【 金 山 農 地 水 環 境 保 全 委 員 会  代 表  清 水 正 雄 】  

 

 

☆ 冨 岡 の 土 と 水 、 環 境 を 守 る 会 （ 三 重 県 玉 城 市 ） ☆  

 私 た ち『 冨 岡 の 土 と 水 、環 境 を 守 る 会 』は 、多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 を 活 用 し 、

地 域 の 環 境 保 全 に も 力 を 入 れ た 活 動 を 進 め て い ま す 。 農 地 の 土 壌 や 水 な ど の 環

境 を 維 持 向 上 さ せ る こ と を 目 的 に 、定 期 的 な 水 質 調 査 や 土 壌 成 分 の 調 査 の 実 施 、

更 に 生 物 （ 昆 虫 、 淡 水 魚 ） の 棲 息 状 況 を 調 査 す る こ と で 農 地 の 環 境 が 適 性 に 維

持 さ れ て い る か 、 様 々 な 形 で 監 視 を 続 け て い ま す 。  

 「 ビ オ ト ー プ 」 の 設 置 や 「 紙 の 昆 虫 標 本 」 作 り な ど 全 員 で 環 境 保 全 活 動 に 取

り 組 ん で 来 ま し た 。 調 査 の 結 果 、 ビ オ ト ー プ は 生 育 す る 生 物 の 憩 い の 場 と し て

も 十 分 に 役 立 っ て い る こ と を 確 認 し て お り 、 私 た ち を 取 り 巻 く 農 地 環 境 は 適 性

に 維 持 出 来 て い る と 判 断 し て お り ま す 。 今 後 も 全 員 が 一 致 団 結 し 、 高 品 質 な モ

ノ 造 り を 目 指 し 豊 か な 農 村 環 境 創 り を 推 進 し て い き ま す 。  

【 冨 岡 の 土 と 水 、 環 境 を 守 る 会  中 西 良 春 】  

 

■ ２ ． 水 資 源 功 績 者 表 彰 に つ い て （ 国 土 交 通 省 ） ■  

 国 土 交 通 省 で は 、 水 資 源 行 政 の 推 進 に あ た り 、 水 源 地 域 の 振 興 、 水 環 境 の 保

全 、 水 資 源 の 有 効 活 用 、 水 源 の 涵 養 等 に 長 年 に わ た っ て ご 尽 力 さ れ 、 特 に 顕 著

な 功 績 の あ っ た 個 人 ・ 団 体 を 国 土 交 通 大 臣 よ り 表 彰 い た し ま す 。  

 こ の 水 資 源 功 績 者 表 彰 は 、「 水 の 日 （ 8/1）」 及 び 「 水 の 週 間 （ 8/1～ 8/7）」 の

行 事 の 一 環 と し て 昭 和 54 年 よ り 毎 年 実 施 し て い る も の で す 。  

 過 去 に は 土 地 改 良 区 等 の 農 業 法 人 も 数 多 く 表 彰 さ れ て お り ま す 。  

 候 補 者 の 選 定 に 関 し て は 都 道 府 県 の 水 資 源 功 績 者 の 担 当 窓 口 よ り 推 薦 し て い

た だ き 、 国 土 交 通 省 水 資 源 部 に お い て 審 査 を 行 い ま す 。  

 興 味 を 持 た れ た 方 は 下 記 の HP か ら 制 度 の 概 要 等 を ご 覧 い た だ き 、都 道 府 県 の

担 当 窓 口 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。  

 

 都 道 府 県 の 担 当 窓 口 一 覧  

 →  ht t p : / / w w w . m l i t . g o . j p / c o m m o n / 0 0 1 1 5 3 0 0 0 . p d f  

 

 過 去 の 受 賞 者 の 取 組 内 容 等 （ 国 土 交 通 省 HP）  

 →  ht t p : / / w w w . m l i t . g o . j p / m i z u k o k u d o / m i z s e i / t o c h i m i z u s h i g e n _ m i z s e i _ t k

1 _ 0 0 0 0 1 5 . h t m l  

【 国 土 交 通 省  水 資 源 政 策 課 】  
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■ ３ ． 都 市 に お け る 多 面 的 機 能 支 払 の 取 組 に つ い て ■  

 都 市 農 業 は 、 都 市 住 民 に 新 鮮 な 産 物 を 供 給 す る こ と に 加 え 、 災 害 時 の 避 難 所

や 良 好 な 景 観 、 農 業 体 験 ・ 学 習 の 場 の 提 供 な ど 、 様 々 な 機 能 を 持 っ て い ま す 。

こ れ ら の 機 能 を 有 す る 都 市 農 業 を 振 興 す る た め 、平 成 27 年 ４ 月 に「 都 市 農 業 振

興 基 本 法 」 が 制 定 さ れ 、 平 成 28 年 ５ 月 に は 基 本 計 画 が 閣 議 決 定 さ れ ま し た 。  

 こ れ を 踏 ま え 、 先 の 「 多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 事 例 研 究 会 」で は 、 都 市 に お け る

取 組 と し て 、 東 京 都 府 中 市 の 活 動 組 織 「 Team 雑 田 堀 」 に 、 地 域 住 民 、 学 校 や 地

元 企 業 な ど も 巻 き 込 ん で 農 業 用 水 の 保 全 や 、 小 学 生 の 農 業 体 験 の 場 を 提 供 す る

な ど の 事 例 を 発 表 し て い た だ き ま し た 。  

 今 後 も こ れ ら の 活 動 を 通 じ て 農 業 や 地 域 資 源 の 重 要 性 に 対 す る 国 民 の 理 解 醸

成 が 図 ら れ る よ う 応 援 し ま す 。  

【 農 地 資 源 課  多 面 的 機 能 支 払 推 進 室  柵 木 】  

 

 

■ ４ ．「 農 村 ふ る さ と 保 全 通 信 」 へ の 記 事 の 募 集 ■  

 第 ８ 号 の 記 事 に も あ り ま し た が 、 11 月 1 日 （ 火 ） に 行 わ れ た 事 例 研 究 会 の 参

加 者 か ら 「 メ ー ル マ ガ ジ ン で 提 供 し て 欲 し い 記 事 」 と し て 、 事 例 紹 介 の 要 望 が

最 も 多 く あ り ま し た 。  

 そ こ で 多 く の 活 動 組 織 の 方 か ら 、 力 を 入 れ て 取 り 組 ん で い る こ と や 工 夫 し て

い る こ と 等 を ご 紹 介 し て い た だ き た い と 考 え て い ま す 。「 文 章 に す る の が 難 し い 」

と の こ と で し た ら 、 電 話 や メ ー ル を 使 っ て イ ン タ ビ ュ ー 形 式 で 記 事 に す る こ と

も で き ま す 。  

 興 味 を お 持 ち の 方 は 、 最 下 部 の 発 行 元 ま で ご 連 絡 く だ さ い 。 皆 様 か ら の ご 連

絡 を お 待 ち し て お り ま す 。  

 

 

■ 編 集 後 記 ■  

 今 回 は 初 め て 国 土 交 通 省 か ら 寄 稿 し て い た だ き ま し た 。 実 は 、 私 は 今 年 の 水

資 源 功 績 者 の 表 彰 式 に 農 林 水 産 省 職 員 と し て 出 席 い た し ま し た 。 今 年 は 皇 太 子

ご 一 家 が ご 臨 席 、 ま た 、 愛 子 内 親 王 殿 下 の 初 め て の ご 公 務 と い う こ と で 、 新 聞

等 で も 取 り 上 げ ら れ て い ま し た ね 。  

 さ て 、 先 日 は 東 京 で 雪 が 降 り 、 本 格 的 に 冬 の 到 来 を 感 じ て い ま す 。 朝 布 団 か

ら な か な か 出 ら れ な く て 、 あ と ５ 分 ・ ・ ・ と い う 流 れ を ほ ぼ 毎 日 繰 り 返 し て い

ま す 。 ス ッ キ リ 目 覚 め ら れ る 秘 訣 が あ れ ば ぜ ひ 教 え て く だ さ い 。  

 

-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

◇ メ ー ル マ ガ ジ ン の 新 規 登 録 は 次 の サ イ ト か ら お 願 い し ま す ◇  

 メ ー ル マ ガ ジ ン の 新 規 登 録 ・ 配 信 変 更 等 は こ ち ら か ら  

 →  ht t p : / / w w w . m a f f . g o . j p / j / p r / e - m a g /  
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 既 に 本 省 及 び 農 政 局 等 で 発 行 し て い る メ ー ル マ ガ ジ ン に ご 登 録 さ れ て い る 方

は 、 パ ス ワ ー ド が 必 要 で す 。 パ ス ワ ー ド の 発 行 は こ ち ら か ら  

 →  ht t p : / / w w w . m a f f . g o . j p / j / p r / e - m a g / r e . h t m l  

 

メ ー ル マ ガ ジ ン に 関 す る ご 意 見 ・ ご 感 想 は こ ち ら か ら  

 ご 自 身 の 所 属 す る 活 動 組 織 の 紹 介 文（ 300 字 程 度 ）を 掲 載 し た い 方 や 、取 り 上

げ て 欲 し い テ ー マ が あ る 方 の メ ー ル も お 待 ち し て お り ま す 。  

→  ta me n _ m l @ m a f f . g o . j p  

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

【 発 行 】  

〒 １ ０ ０ ― ８ ９ ５ ０  東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関 １ ― ２ ― １  

農 林 水 産 省 農 村 振 興 局 整 備 部 農 地 資 源 課  

多 面 的 機 能 支 払 推 進 室 （ 担 当 ： 秋 山 ）  

TEL： ０ ３ ― ３ ５ ０ ２ ― ８ １ １ １ （ 内 線 ５ ４ ９ ３ ）  

MAI L： tame n _ m l @ m a f f . g o . j p  

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  
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